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平成 28 年 12 月期の総括（連結） 

当連結会計年度(平成 28 年 1 月 1 日～平成 28 年 12 月 31 日)におけるわが国経済は、緩

やかな景気回復基調が継続していますが、一部新興国経済の減速感や英国のＥＵ離脱、更

に大統領選挙後の米国の政策動向に対する懸念など、依然として先行き不透明な状況とな

っております。

当社グループの主要顧客である食品流通業界におきましても、消費税率の引き上げの延

期はあったものの、消費者のニーズの多様化、価格競争や仕入価格の上昇及び人員不足、

社会保険の適用拡大などにより、引き続き厳しい経営が続いております。このような環境

の下、今まで設備投資を行ってきた顧客の中にも、設備投資の延期、中止といったところ

もでてきました。

このような中、当社グループは昨年に引き続き、環境法制への対応、店舗の改装等を計

画しているスーパーマーケットあるいはコンビニエンス・ストアなどの顧客ニーズへの対

応、また、設備投資に対し潜在需要のある顧客の掘り起こしなどに努めてまいりました。

当連結会計年度は、既存店舗の改装によるスーパーマーケット向け売上は堅調に推移し

たものの、コンビニエンス・ストア向け売上及び物流センター等の物件向け売上が伸び悩

んだことなどにより前年同期の実績に比べて減収減益を余儀なくされました。

その結果、売上高は 295 億 85 百万円(前年同期比 20 億 21 百万円、6.4%減)、経常利益は

29 億 69 百万円（前年同期比 4 億 98 百万円、14.4%減)、親会社株主に帰属する当期純利益

は 19 億 29 百万円（前年同期比 1 億 61 百万円、7.7%減)となりました。



平成28年12月 連結会計年度

連結損益計算書 （単位：千円） 

前連結会計年度 当連結会計年度 増減

売上高 31,606,708 29,585,335 △ 2,021,372

売上原価 26,121,579 24,481,138 △ 1,640,440

売上総利益 5,485,128 5,104,196 △ 380,931

販売費及び一般管理費 2,121,254 2,234,278 113,024

営業利益 3,363,874 2,869,917 △ 493,956

営業外収益 117,577 112,134 △ 5,442

営業外費用 13,393 12,699 △ 694

経常利益 3,468,058 2,969,353 △ 498,705

特別利益 9,609 1,261 △ 8,347

特別損失 21,582 6,724 △ 14,857

税金等調整前当期純利益 3,456,085 2,963,890 △ 492,195

法人税、住民税及び事業税 1,039,927 1,014,461 △ 25,465

法人税等調整額 264,023 △ 44,227 △ 308,251

当期純利益 2,152,134 1,993,655 △ 158,478

非支配株主に帰属する当期純利益 61,202 64,073 2,871

親会社株主に帰属する当期純利益 2,090,932 1,929,581 △ 161,350

平成28年12月 連結会計年度

連結貸借対照表 （単位：千円）

前連結会計年度 当連結会計年度 増減

流動資産 33,921,431 34,879,276 957,844

固定資産 5,509,752 5,317,869 △ 191,883

　有形固定資産 2,616,785 2,579,613 △ 37,172

　無形固定資産 376,930 316,020 △ 60,909

　投資その他の資産 2,516,037 2,422,235 △ 93,801

資産合計 39,431,184 40,197,145 765,961

流動負債 9,769,633 9,109,101 △ 660,532

固定負債 3,666,042 3,768,476 102,433

純資産 25,995,508 27,319,568 1,324,059

　株主資本 23,175,873 24,832,264 1,656,390

　その他の包括利益累計額 1,247,152 1,049,748 △ 197,404

非支配株主持分 1,572,482 1,437,555 △ 134,927

　負債、純資産合計 39,431,184 40,197,145 765,961





平成 29 年 12 月期 業績予想
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平成 29 年 12 月期の業績予想 

次期の見通しにつきましては、政府による経済・金融政策等の効果により企業収益、雇

用・所得環境が改善し、緩やかな回復がみられますが、依然として先行き不透明な状況と

なっております。 

当社グループの主要顧客である食品流通業界につきましては、業態を超えた商品政策競

争や価格競争、建築資材の上昇、人員不足等が続いており、厳しい経営が続くものと予想

されます。 

このような状況の下、当社グループは、これまで以上に顧客ニーズへ柔軟でよりスピー

ディーに対応できるよう営業体制、技術開発体制を強化し、省エネ技術の開発、省エネ設

備や環境にやさしい設備の導入提案等による営業活動の強化に取り組み、食品小売店舗、

物流センターの受注に注力し、また一層の生産性の向上とコストダウン、経費削減を徹底

し、売上・利益を確保してまいります。 

従いまして、当社グループの次期の業績につきましては、売上高は258億円、営業利益は

12億40百万円、経常利益は13億20百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は8億80百万円

としております。 

連結                               （単位：百万円）

 平成 28 年 12 月期実績 平成 29 年 12 月期予想 増減率（％）

売上高 29,585 25,800 △12.8 

営業利益 2,869 1,240 △56.8 

経常利益 2,969 1,320 △55.5 

親会社株主に帰属

する当期純利益 1,929 880 △54.4 





本資料に関するお問合せ

中野冷機株式会社

経理部

ＴＥＬ ： ０３―３４５５―１３１１ 

Ｅ－ｍａｉｌ ： keiri@nakano-reiki.com 


